
パブリックコメントを踏まえた
治水対策案の立案及び抽出について

平成２７年 ９月 １日

国土交通省 九州地方整備局

資料－６





検討の場（第１回）で提示した治水対策案一覧表

（１）洪水を安全に流下させる案 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 対策案 ① ～ ⑤
（２）できるだけ洪水を河道外に一部貯留する案 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 対策案 ⑥ ～ ⑦
（３）できるだけ既存施設を活用して洪水を調節する案 ・・・・・・・・・・・・・ 対策案 ⑧ ～ ⑩
（４）できるだけ雨水の河川への流出を抑制する案 ・・・・・・・・・・・・・・・ 対策案 ⑪ ～ ⑬
（５）既存施設を活用したうえで、できるだけ雨水の河川への流出を抑制する案 ・・ 対策案 ⑭ ～ ⑯
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河道内の樹木の伐採、排水機場 ※

樹林帯等、水田等の保全（機能の保全）、森林の保全、洪水の予測・情報の提供等 ※

１
※ここに記載する方策は、流出抑制や災害時の被害軽減等に資するものとして、河道・流域管理の観点からその推進を図る努力を継続する。



検討の場（第１回）で提示した概略評価による治水対策案の抽出

２

概算事業費

（億円） 判定

1

2

3

4

5

コスト 治水対策案⑯に比べコストが高い

⑮
雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋遊水機能を有する土地の保全＋土地利用規制
＋水田等の保全(機能の向上)＋部分的に低い堤防の存置（野越し[5箇所]）
＋遊水地（地役権方式[3箇所]）＋河道の掘削

約660 コスト 治水対策案⑯に比べコストが高い

⑬
雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋水田等の保全(機能の向上)
＋遊水地（掘込方式[6箇所]）＋河道の掘削

約610 ○

既存施設を活用したうえで、
できるだけ雨水の河川への流
出を抑制する案

⑭
雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋遊水機能を有する土地の保全＋土地利用規制
＋水田等の保全(機能の向上)＋部分的に低い堤防の存置（野越し[5箇所]）
＋河道の掘削

約700

⑯
雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋遊水機能を有する土地の保全＋土地利用規制
＋水田等の保全(機能の向上)＋部分的に低い堤防の存置（野越し[5箇所]）
＋遊水地（掘込方式[3箇所]）＋河道の掘削

できるだけ雨水の河川への流
出を抑制する案

約630 ○

治水対策案⑬に比べコストが高い

⑫
雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋水田等の保全(機能の向上)
＋遊水地（地役権方式[8箇所]）＋河道の掘削

約750 コスト 治水対策案⑬に比べコストが高い

⑪ 雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋水田等の保全(機能の向上)＋河道の掘削 約700 コスト

できるだけ既存施設を活用し
て洪水を調節する案 ⑧

部分的に低い堤防の存置（野越し[5箇所]）＋遊水機能を有する土地の保全
＋土地利用規制＋河道の掘削

約700 コスト

⑩
部分的に低い堤防の存置（野越し[5箇所]）＋遊水機能を有する土地の保全
＋土地利用規制＋遊水地（掘込方式[3箇所]）＋河道の掘削

約620 ○

治水対策案⑩に比べコストが高い

⑨
部分的に低い堤防の存置（野越し[5箇所]）＋遊水機能を有する土地の保全
＋土地利用規制＋遊水地（地役権方式[3箇所]）＋河道の掘削

約660 コスト 治水対策案⑩に比べコストが高い

できるだけ洪水を河道外に一
部貯留させる案 ⑥ 遊水地（地役権方式[8箇所]）＋河道の掘削 約750 コスト 治水対策案⑦に比べコストが高い

⑦ 遊水地（掘込方式[6箇所]）＋河道の掘削 約610 ○

コスト 治水対策案①に比べコストが高い

④ 放水路（筑後川ルート）＋河道の掘削 約1,750 コスト 治水対策案①に比べコストが高い

コスト 治水対策案①に比べコストが高い

② 堤防のかさ上げ 約940 コスト 治水対策案①に比べコストが高い

洪水を安全に流下させる案
① 河道の掘削 約700 ○

③ 引堤 約800

⑤ 放水路（田手川ルート）＋河道の掘削 約1,050

№ グループ № 治水対策案
概略評価による抽出

不適当と考えられる評価軸とその内容

：検討の場（第１回）で提示した概略評価による治水対策案の抽出



パブリックコメントでご提案があった治水対策案

パブリックコメントにおいて、２件の具体的な治水対策案のご提案があり、検討の結果、治水対策案⑤’を
新たに追加で立案し、概略評価を行うとともに、治水対策案⑮を概略評価により抽出した治水対策案の一つと
して追加することとした。

【パブリックコメントにおける具体的治水対策案】

・佐賀導水路を参考に県道21号線～31号線に埋設導水管を設け田手川等へ排水させる。

・立案された治水対策案の中ではグループ５が良いものの、コスト優先で抽出された対策案⑯の掘込方式の
遊水地では受け入れられないと思われるため、対策案⑮の地役権方式の遊水地が良い。

 同類の治水対策案である「グループ１の治水対策案⑤」を基本とした治水対策案として立案し、概略
評価を行う。

 前回、提案した治水対策案の一つである「グループ５の治水対策案⑮」を概略評価により抽出する治
水対策案の一つとして新たに追加する。

【治水対策案⑮】

雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋遊水機能を有する土地の保全＋土地利用規制＋水田等の保全(機能の向上)
＋部分的に低い堤防の存置（野越し[5箇所]）＋遊水地（地役権方式[3箇所]）＋河道の掘削

３

【治水対策案⑤’】

放水路（埋設管：田手川ルート）＋河道の掘削



新たな治水対策案 ⑤’放水路（埋設管：田手川ルート）＋河道の掘削

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。

■放水路ルートイメージ

■河道掘削イメージ

河川整備計画(河道改修分)

■河道改修
・河道掘削 約12万m3

・築堤 約12万m3

・用地買収 約4ha
・家屋補償 35戸
・橋梁 1橋

凡 例

：築堤

：河道掘削

：橋梁の改築

【河川整備計画】

：国管理区間

：放水路

【治水対策案】

5k000
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凡 例

：放水路

治水対策案(城原川ダム代替分)

■放水路
・放水路 約5.0km
・流入施設 1箇所
・河道掘削 約134万m3

・用地買収 約26ha
・橋梁(改築) 17橋(田手川)

■放水路（埋設管）のイメージ

■治水対策案の概要
・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道掘削や築堤）を実施するとともに、城原川１３ｋ０００付近から佐賀県道21号三瀬神埼線及び県道31号佐賀川久保鳥栖
線を経由し、田手川まで放水路（埋設管）を建設する。なお、田手川の流量が増加する区間において、流下能力が不足する箇所での河道の掘削を行い、河川整備計画と
同程度の治水安全度を確保する。

・河道改修により影響がある橋梁の改築を行う。

城原川

日出来橋 ●
(540)
330

佐賀江川

単位：
m3/s

(   )書き：河川整備計画の目標流量
下段 ：治水対策案の河道配分流量

諸富川

放水路
田手川へ

筑後川

210

４

5.1m 5.1m

県道21号 約6.0m 県道31号 約9.0m



■部分的に低い堤防の存置(地役権方式)横断図イメージ

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。

■治水対策案の概要
・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道掘削や築堤）を実施するとともに、流域内の学校（校庭）、公園を対象にした雨水貯留施設や家屋を対象とした雨水浸
透施設を設置し、水田等の保全（機能向上）を行う。また、城原川沿川に残存する部分的に低い堤防（野越し）を存置する。さらに、野越しの治水効果が及ばない野越
しよりも上流の区間において河道の掘削を行うとともに、下流の治水効果が不足する区間において地役権方式の遊水地を建設し、それでも流下能力が不足する区間にお
いて河道の掘削を行い、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。

・河道掘削により影響がある橋梁の改築を行う。
・野越しからの氾濫(拡散型)による家屋浸水を防ぐため受堤を設ける。浸水する区域は地役権補償を行う。

治水対策案
(城原川ダム代替分)

■河道改修
・河道掘削 約35万m3

・築堤 約1万m3

・用地買収 約0.1ha
・橋梁 4橋
・堰 6基

■遊水地(地役権)3箇所
・周囲堤 約4km
・用地買収 約9ha
・地役権補償 約42ha
・地盤改良 約8km

■部分的に低い堤防の存置
5箇所

・受堤 約3km
・用地買収 約4ha
・地役権補償 約32ha
・地盤改良 約5km

■流域対策
・雨水貯留施設 4箇所
・雨水浸透施設 約0.1km2

・水田等の保全 約1.7km2

■水田等の保全（機能向上）イメージ

■雨水浸透施設
イメージ

■雨水貯留施設イメージ

■部分的に低い
堤防の存置イメージ

脊振中学校

脊振小学校

わんぱく王国
そよかぜの丘

仁比山公園

■流域対策位置図

凡 例
：周囲堤

：受堤

：越流堤

：部分的に低い

堤防の存置

凡 例
：流域界

：家屋（雨水浸透施設）

：田（水田等の保全）

：畑

：森林

：その他

：学校（雨水貯留施設）

：公園（雨水貯留施設）

■遊水地(地役権方式)横断図イメージ

。

。
。
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凡 例

：築堤

：河道掘削

：橋梁の改築

【河川整備計画】

【治水対策案】

：国管理区間

：既設野越し

：河道の掘削

：橋梁の改築

：堰の改築

：部分的に低い

堤防の存置

：遊水地

（左岸）
HWL

河道の掘削

5k000 （右岸）

越流堤

平常時

洪水時
周囲堤

洪水時

遊水地

地盤改良

野越し

平常時

洪水時受堤
洪水時

部分的に低い堤防の存置地盤改良

河川整備計画(河道改修分)

■河道改修
・河道掘削 約12万m3

・築堤 約12万m3

・用地買収 約4ha
・家屋補償 35戸
・橋梁 1橋

部分的に低い
堤防の存置

城原川

日出来橋
●

単位：
m3/s

(   )書き：河川整備計画の目標流量
下段 ：治水対策案の河道配分流量

諸富川

佐賀江川

筑後川

遊水地
（地役権方式）

遊水地
（地役権方式）

(540)
410

■河道改修イメージ

治水対策案⑮ 雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋水田等の保全（機能向上）
＋部分的に低い堤防の存置＋遊水地（地役権方式）＋河道の掘削

５



■治水対策案の概要
・河川整備計画に盛り込まれている河道改修（河道掘削や築堤）を実施するとともに、流域内の学校（校庭）、公園を対象にした雨水貯留施設や家屋を対象とした雨水浸
透施設を設置し、水田等の保全（機能向上）を行う。また、城原川沿川に残存する部分的に低い堤防（野越し）を存置する。さらに、野越しの治水効果が及ばない野越
しよりも上流の区間において河道の掘削を行うとともに、下流の治水効果が不足する区間において掘込方式による遊水地を建設し、それでも流下能力が不足する区間に
おいて河道の掘削を行い、河川整備計画と同程度の治水安全度を確保する。

・河道掘削により影響がある橋梁の改築を行う。
・野越しからの氾濫(拡散型)による家屋浸水を防ぐため受堤を設ける。浸水する区域は地役権補償を行う。

※治水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。
※対策箇所や数量については現時点のものであり、今後変更があり得るものである。

治水対策案
(城原川ダム代替分)

■河道改修
・河道掘削 約20万m3

・築堤 約1万m3

・用地買収 約0.1ha
・橋梁 4橋
・堰 6基

■遊水地(堀込) 3箇所
・周囲堤 約4km
・遊水地内掘削 約32万m3

・用地買収 約53ha
・地盤改良 約8km

■部分的に低い堤防の存置
5箇所

・受堤 約3km
・用地買収 約4ha
・地役権補償 約32ha
・地盤改良 約5km

■流域対策
・雨水貯留施設 4箇所
・雨水浸透施設 約0.1km2

・水田等の保全 約1.7km2

■水田等の保全（機能向上）イメージ

■雨水浸透施設
イメージ

■雨水貯留施設イメージ

■部分的に低い堤防の存置(地役権方式)横断図イメージ

■部分的に低い
堤防の存置イメージ

脊振中学校

脊振小学校

わんぱく王国
そよかぜの丘

仁比山公園

■流域対策位置図

凡 例
：周囲堤

：受堤

：越流堤

：部分的に低い

堤防の存置

凡 例
：流域界

：家屋（雨水浸透施設）

：田（水田等の保全）

：畑

：森林

：その他

：学校（雨水貯留施設）

：公園（雨水貯留施設）

■遊水地(掘込方式)横断図イメージ

凡 例

：築堤

：河道掘削

：橋梁の改築

【河川整備計画】

【治水対策案】

：国管理区間

：既設野越し

：河道の掘削

：橋梁の改築

：堰の改築

：部分的に低い

堤防の存置

：遊水地

。

。
。

。

。
。

。。

。

（左岸）
HWL

河道の掘削

5k000 （右岸）

越流堤

平常時

洪水時 洪水時

遊水地

掘削

周囲堤

地盤改良

野越し

平常時

洪水時受堤
洪水時

部分的に低い堤防の存置地盤改良

河川整備計画(河道改修分)

■河道改修
・河道掘削 約12万m3

・築堤 約12万m3

・用地買収 約4ha
・家屋補償 35戸
・橋梁 1橋

部分的に低
い

堤防の
存置

城原川

日出来橋
●

単位：
m3/s

(   )書き：河川整備計画の目標流量
下段 ：治水対策案の河道配分流量

諸富川

佐賀江川

筑後川

遊水地
（掘込方式）

(540)
380

遊水地
（掘込方式）

■河道改修イメージ

治水対策案⑯ 雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋水田等の保全（機能向上）
＋部分的に低い堤防の存置＋遊水地（掘込方式）＋河道の掘削

６



パブリックコメント結果を踏まえた概略評価による治水対策案の抽出結果

７

概算事業費

（億円） 判定

現計画

1

2

3

4

5

№ グループ № 治水対策案
概略評価による抽出

不適当と考えられる評価軸とその内容

洪水を安全に流下させる案
① 河道の掘削 約700 ○

③ 引堤 約800

⑤' 放水路（埋設管：田手川ルート）＋河道の掘削 約1,890

河川整備計画（城原川ダム（流水型ダム）＋河道改修） 約510

コスト 治水対策案①に比べコストが高い

② 堤防のかさ上げ 約940 コスト 治水対策案①に比べコストが高い

コスト 治水対策案①に比べコストが高い

④ 放水路（筑後川ルート）＋河道の掘削 約1,750 コスト 治水対策案①に比べコストが高い

⑤ 放水路（田手川ルート）＋河道の掘削 約1,050 コスト 治水対策案①に比べコストが高い

治水対策案⑦に比べコストが高い

⑦ 遊水地（掘込方式[6箇所]）＋河道の掘削 約610 ○

できるだけ洪水を河道外に一
部貯留させる案 ⑥ 遊水地（地役権方式[8箇所]）＋河道の掘削 約750 コスト

治水対策案⑩に比べコストが高い

⑨
部分的に低い堤防の存置（野越し[5箇所]）＋遊水機能を有する土地の保全
＋土地利用規制＋遊水地（地役権方式[3箇所]）＋河道の掘削

約660 コスト 治水対策案⑩に比べコストが高い

できるだけ既存施設を活用し
て洪水を調節する案 ⑧

部分的に低い堤防の存置（野越し[5箇所]）＋遊水機能を有する土地の保全
＋土地利用規制＋河道の掘削

約700 コスト

⑩
部分的に低い堤防の存置（野越し[5箇所]）＋遊水機能を有する土地の保全
＋土地利用規制＋遊水地（掘込方式[3箇所]）＋河道の掘削

約620 ○

治水対策案⑬に比べコストが高い

⑫
雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋水田等の保全(機能の向上)
＋遊水地（地役権方式[8箇所]）＋河道の掘削

約750 コスト 治水対策案⑬に比べコストが高い

⑪ 雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋水田等の保全(機能の向上)＋河道の掘削 約700 コスト

⑬
雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋水田等の保全(機能の向上)
＋遊水地（掘込方式[6箇所]）＋河道の掘削

約610 ○

既存施設を活用したうえで、
できるだけ雨水の河川への流
出を抑制する案

⑭
雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋遊水機能を有する土地の保全＋土地利用規制
＋水田等の保全(機能の向上)＋部分的に低い堤防の存置（野越し[5箇所]）
＋河道の掘削

約700

⑯
雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋遊水機能を有する土地の保全＋土地利用規制
＋水田等の保全(機能の向上)＋部分的に低い堤防の存置（野越し[5箇所]）
＋遊水地（掘込方式[3箇所]）＋河道の掘削

できるだけ雨水の河川への流
出を抑制する案

約630 ○

コスト 治水対策案⑯に比べコストが高い

⑮
雨水貯留施設＋雨水浸透施設＋遊水機能を有する土地の保全＋土地利用規制
＋水田等の保全(機能の向上)＋部分的に低い堤防の存置（野越し[5箇所]）
＋遊水地（地役権方式[3箇所]）＋河道の掘削

約660 ○

：パブリックコメントを踏まえた治水対策案 ：検討の場（第１回）で提示した概略評価による抽出



評価軸と評価の考え方

８

※4

※５

※５

第12回今後の治水対策のあり方に関する有識者会議「参考資料４」の抜粋


